
令
和
５
年
度

登
録
委
員
研
修
会

４
年
振
り
対
面
開
催

再び首位
－８月　国内種雄牛評価成績

「ブーテイー」

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
　
　

よ
り
早
く
確
認
可
能
に
２０２３―
８ 月 評 価
変 更 点

１
位「
ブ
ー
テ
イ
ー
」

Ｊ
Ｒ
Ａ
事
業
報
告
の
講
演

各
種
表
彰
者
等
の
紹
介

登
録
事
務
担
当
者
会
議

牛
の
見
方
を
研
修

「
速
報
値
」毎
週
提
供
開
始

雌
牛
の
情
報
を
利
用
し
た

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
開
始

Ｓ
Ｎ
Ｐ
情
報
を
も
た
な
い

雌
牛
の
在
群
能
力
評
価
開
始

「
鋭
角
性
」か
ら

「
肋
の
構
造
」へ

全　　　　　　　酪　　　　　　　新　　　　　　　報（３） 第２５６９号（第３種郵便物認可）２０２３年（令和５年）８月日

　
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
（
前
田
勉
会
長
）
で
は
去
る
７
月
下
旬
か
ら
８
月

上
旬
に
か
け
て
、
登
録
委
員
を
対
象
に
し
た
２
日
間
の
研
修
会
を
都
府
県
の
５
地
区

で
開
催
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
日
頃
酪
農
現
場
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
登
録
委

員
を
対
象
と
し
て
毎
年
夏
期
に
開
催
し
て
い
る
が
、
こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
流
行
に
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
が
続
き
、対
面
に
よ
る
開
催
は
４
年
振
り
と
な
る
。

今
年
度
は
東
北
地
区
（
岩
手
県
）
、
中
部
・
北
陸
地
区
（
愛
知
県
）
、
近
畿
地
区

（
兵
庫
県
）
、
中
国
・
四
国
地
区
（
広
島
県
）
、
九
州
地
区
（
佐
賀
県
）
で
、
計
１

５
０
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
（
関
東
地
区
は
県
別
に
開
催
予
定
）
。

近畿地区・兵庫県立播磨農業高等学校における
審査研修の様子

　
（
独
）
家
畜
改
良
セ
ン
タ

ー
は
８
月
８
日
、
乳
用
種
雄

牛
評
価
成
績
２
０
２
３
―
８

月
評
価
を
公
表
し
た
。
今
回

の
評
価
成
績
で
は
精
液
供
給

可
能
種
雄
牛
は

頭
、
う
ち

新
規
牛
は

頭
で
あ
っ
た
。

　
今
回
の
総
合
指
数
（
Ｎ
Ｔ

Ｐ
）
１
位
は
フ
ア
イ
ン
デ
ー

ル
　
ホ
ツ
ト
　
ブ
ー
テ
イ
ー

　
Ｅ
Ｔ
（
ア
ル
タ
ホ
ツ
ト
ロ

ツ
ド
×
バ
リ
ス
ト
）
が
返
り

咲
い
た
。
首
位
の
産
乳
成
分

を
は
じ
め
と
し
た
泌
乳
形
質

だ
け
で
な
く
体
型
形
質
に
も

秀
で
て
お
り
、
特
に
暑
熱
耐

性
は
表
中
１
位
と
な
っ
て
い

る
。
初
登
場
の
２
０
２
１
年

８
月
評
価
で
１
位
と
な
っ
て

以
来
、
５
期
に
渡
っ
て
１
位

ま
た
は
２
位
に
座
す
優
良
種

雄
牛
で
あ
る
。

　
２
位
は
前
回
３
位
だ
っ
た

Ｋ
　
ホ
ツ
ト
ロ
ー
ド
　
パ
リ

ス
　
Ｅ
Ｔ
（
ア
ル
タ
ホ
ツ
ト

ロ
ツ
ド
×
フ
エ
イ
ス
ブ
ツ

ク
）
。
こ
ち
ら
も
産
乳
成
分

が
高
く
、
体
型
形
質
に
も
優

れ
た
バ
ラ
ン
ス
型
。
肢
蹄
が

表
中
１
位
で
あ
る
。

　
３
位
は
初
登
場
の
Ｗ
Ｈ
Ｇ

　
ジ
ム
ナ
ス
テ
イ
ク
　
ミ
ル

ン
　
Ｅ
Ｔ
（
ジ
ム
ナ
ス
ト
×

ジ
エ
ダ
イ
）
で
あ
っ
た
。
一

際
高
い
乳
代
効
果
が
目
を
ひ

く
が
、
加
え
て
乳
量
、
無
脂

固
形
分
、
乳
蛋
白
質
量
も
表

中
１
位
、
産
乳
成
分
は
表
中

２
位
と
期
待
の
持
て
る
新
規

牛
で
あ
る
。

　
今
回
の
公
表
で
新
た
に
選

抜
さ
れ
た
種
雄
牛
は
３
位
ミ

ル
ン
に
加
え
、
６
位
リ
ト
ル

ス
タ
ー
、
８
位
ロ
ゾ
リ
オ
、


位
プ
リ
ズ
ム
ド
ア
、

位

ピ
ー
チ
ボ
ー
イ
、

位
シ
ヨ

ー
イ
ン
グ
、

位
ポ
リ
ー
、


位
バ
ン
ビ
ー
ナ
、

位
コ

ー
ラ
ル
、
表
外
の

位
ア
ン

ナ
エ
コ
ー
の

頭
で
あ
っ

た
。
ト
ッ
プ

の
父
牛
を
見

て
み
る
と
、
シ
ル
バ
ー
、
ゲ

ー
ト
ダ
ン
サ
ー
の
息
子
牛
が

各
３
頭
、
母
方
祖
父
牛
別
で

は
マ
ツ
セ
イ
が
最
多
で
４
頭

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
研
修
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
主
催
者
で
あ
る
日
本
ホ

ル
協
か
ら
、
ま
ず
日
頃
よ
り

登
録
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
登
録
委
員
と
、
４

年
振
り
と
な
る
地
区
別
研
修

会
の
対
面
開
催
へ
の
協
力
に

感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　
つ
い
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

長
期
化
の
影
響
と
歴
史
的
な

円
安
ド
ル
高
に
よ
る
生
産
コ

ス
ト
の
上
昇
の
結
果
、
酪
農

家
戸
数
は
前
年
対
比
で
全
国

で
は
７
％
、
都
府
県
で
は
９

％
近
い
減
少
と
な
っ
た
こ

と
、
登
録
事
業
で
も
会
費
、

登
録
、
審
査
頭
数
等
は
前
年

度
実
績
を
大
幅
に
下
回
っ
た

こ
と
、
今
後
も
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　
日
本
ホ
ル
協
で
は
引
き
続

き
、
安
価
で
申
込
書
不
要
の

自
動
登
録
を
推
進
す
る
こ

と
、
牛
群
審
査
や
牛
群
検
定

成
績
の
活
用
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ

Ｐ
検
査
の
普
及
に
よ
っ
て
更

に
精
度
の
高
い
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク

評
価
値
の
情
報
還
元
の
充
実

を
図
る
こ
と
、
２
年
後
の
第


回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
の
成
功
に
向
け
て
万

端
の
準
備
を
進
め
て
い
く
旨

を
述
べ
た
。
最
後
に
研
修
会

で
は
耐
病
性
関
連
の
事
業
報

告
と
開
発
中
の
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
の
講
演
、
各

種
表
彰
や
登
録
関
連
の
事
務

研
修
、
翌
日
に
は
審
査
研
修

を
予
定
し
て
い
る
こ
と
、
そ

の
中
で
参
加
者
に
は
十
分
な

親
睦
交
流
を
図
っ
て
も
ら
い

た
い
旨
の
挨
拶
を
し
た
の

ち
、
地
元
団
体
長
及
び
来
賓

の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　
研
修
の
一
環
と
し
て
、
日

本
ホ
ル
協
が
令
和
２
年
度
か

ら
４
年
度
に
か
け
て
日
本
中

央
競
馬
会
（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）
の
助

成
に
よ
り
行
っ
た
「
乳
用
牛

生
産
長
命
連
産
性
の
遺
伝
改

良
研
究
事
業
」
の
報
告
と
、

事
業
内
で
開
発
中
の
Ｗ
ｅ
ｂ

シ
ス
テ
ム
「
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ

（
ジ
ー
ニ
ア
ス
）
」
に
つ
い

て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
日

本
で
は
こ
れ
ま
で
疾
病
形
質

の
研
究
が
十
分
に
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
海
外
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ

検
査
に
そ
の
評
価
値
を
求
め

る
農
家
の
た
め
に
日
本
の
乳

用
牛
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
情
報
が
海
外

に
流
出
し
て
い
る
問
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
そ
の

た
め
こ
の
事
業
で
は
疾
病
形

質
の
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
耐
病
性
指

数
の
開
発
に
至
っ
た
こ
と
、

更
に
長
命
連
産
効
果
は
生
産

性
が
、総
合
指
数（
Ｎ
Ｔ
Ｐ
）

は
生
産
寿
命
や
耐
病
性
の
改

良
が
よ
り
進
む
よ
う
な
試
作

を
行
っ
た
こ
と
、
今
後
の
課

題
と
し
て
耐
病
性
指
数
の
実

用
化
に
向
け
た
遺
伝
評
価
シ

ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
こ
と

等
が
説
明
さ
れ
た
。
最
後
に

Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
の
説
明
と
操

作
実
演
を
行
っ
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
登
録

委
員
研
修
会
の
事
務
研
修
で

は
「
登
録
委
員
だ
よ
り
」
を

中
心
に
説
明
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
令
和
４
年
度
の
登
録
等

申
込
状
況
や
同
表
彰
登
録
委

員
、
同
表
彰
支
部
・
承
認
団

体
、
同
審
査
成
績
優
秀
牛
群

表
彰
、
同
検
定
成
績
優
秀
牛

・
牛
群
表
彰
等
、
ま
た
第


回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
に
つ
い
て
は
出
品
割
当

頭
数
等
に
つ
い
て
説
明
を
行

っ
た
。

　
さ
ら
に
「
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

登
録
の
手
引
き
」
他
資
料
を

用
い
て
血
統
登
録
や
移
動
申

込
書
の
書
き
方
、
登
録
時
の

不
備
に
よ
る
事
故
の
内
訳
と

対
処
法
、
遺
伝
子
型
検
査
申

込
に
つ
い
て
の
解
説
が
な
さ

れ
た
。
審
査
関
係
で
は
形
質

「
鋭
角
性
」が「
肋
の
構
造
」

に
名
称
変
更
さ
れ
た
こ
と

や
、
中
央
審
査
研
究
会
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　
事
務
研
修
後
に
行
わ
れ
た

地
区
別
登
録
事
務
担
当
者
会

議
で
は
、
各
県
支
部
・
承
認

団
体
で
実
務
を
担
当
し
て
い

る
方
々
が
集
ま
り
、
第

回

全
共
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
説

明
、
登
録
業
務
か
ら
事
故
照

会
や
至
急
申
込
の
取
扱
い
、

遺
伝
子
型
検
査
に
つ
い
て
の

説
明
、
登
録
情
報
活
用
シ
ス

テ
ム
「
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
（
ラ
イ
ア

ス
）
」
の
新
機
能
の
説
明
や

利
用
推
進
、
新
事
業
「
乳
用

牛
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
選
抜
の
推
進

強
化
研
究
事
業
」
に
つ
い
て

の
説
明
、
本
年

月
よ
り
開

始
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
対
応
に
つ
い
て
の
説
明
等

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
登
録
の

現
況
に
つ
い
て
、
各
団
体
か

ら
報
告
が
あ
っ
た
。

　
２
日
目
に
行
わ
れ
た
「
審

査
研
修
」
で
は
、
日
本
ホ
ル

協
の
審
査
委
員
が
実
際
に
乳

牛
３
頭
を
用
い
て
、
乳
牛
の

見
方
を
研
修
し
た
。
現
畜
を

供
試
牛
と
し
て
使
え
な
い
場

合
は
資
料
を
用
い
た
座
学
と

な
る
が
、
本
年
は
全
て
の
地

区
に
お
い
て
供
試
牛
が
用
意

さ
れ
、
実
地
研
修
が
可
能
と

な
っ
た
。

　
来
年
度
の
開
催
は
、
東
北

地
区
は
秋
田
県
、
中
部
・
北

陸
地
区
は
静
岡
県
、
近
畿
地

区
は
大
阪
府
、
中
国
・
四
国

地
区
は
香
川
県
、
九
州
地
区

は
大
分
県
の
予
定
。

　
（
独
）
家
畜
改
良
セ
ン
タ

ー
は
、
２
０
２
３
年
８
月
公

式
評
価
か
ら
速
報
値
の
提
供

開
始
な
ど
、
４
点
を
変
更
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
従
来
、
国
内
の
ゲ
ノ
ミ
ッ

ク
（
Ｇ
）
評
価
値
を
知
る
ま

で
に
は
サ
ン
プ
ル
送
付
か
ら

数
カ
月
待
つ
必
要
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
よ
り
早

く
知
り
た
い
と
い
う
強
い
要

望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
２
０
２
３
年
８
月
評
価

か
ら
Ｇ
評
価
の
速
報
値
が
提

供
さ
れ
る
。
速
報
値
は
、
日

本
ホ
ル
協
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の

「
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
速
報
」

か
ら
検
索
が
可
能
で
、
毎
週

水
曜
日
に
新
規
結
果
が
追
加

さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
サ

ン
プ
ル
送
付
の
３
～
４
週
間

後
に
検
索
す
る
こ
と
で
、
公

式
評
価
値
が
公
表
さ
れ
る
前

に
、
い
ち
早
く
検
査
結
果
を

速
報
値
と
し
て
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
は
、
計
算
方

法
を
簡
易
化
す
る
こ
と
に
よ

り
速
報
値
と
し
て
毎
週
の
評

価
が
可
能
に
な
っ
た
も
の

で
、
速
報
値
で
あ
っ
て
も
公

式
評
価
値
と
の
相
関
は
０
・


と
高
い
精
度
を
維
持
し
て

い
る
。

　
今
ま
で
の
Ｇ
評
価
で
は
Ｓ

Ｎ
Ｐ
情
報
を
持
つ
種
雄
牛
約

１
万
３
０
０
０
頭
の
デ
ー
タ

を
利
用
し
て
い
た
。
Ｇ
評
価

の
開
始
と
と
も
に
、
雌
牛
の

Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
を
進
め
て
き
た

結
果
、
現
時
点
で
約

万
頭

の
情
報
が
集
積
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
有
用
性
を
検
証
し

た
結
果
、
ヤ
ン
グ
サ
イ
ア
の

信
頼
度
を
４
～

％
増
加
さ

せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
た
め
、
２
０
２
３
年

８
月
評
価
か
ら
は
、
種
雄
牛

の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
集
団
に
雌

牛
の
情
報
も
追
加
し
た
Ｇ
評

価
を
開
始
す
る
。
な
お
、
こ

の
変
更
に
伴
い
評
価
値
に
若

干
の
変
動
が
伴
う
が
、
大
き

く
順
位
が
変
わ
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ

り
ヤ
ン
グ
サ
イ
ア
の
信
頼
度

が
増
加
し
た
こ
と
で
、
家
畜

改
良
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
で
は
国
内
ヤ
ン
グ
サ
イ
ア

の
総
合
指
数
上
位
１
０
０
位

の
公
表
も
開
始
さ
れ
た
。

　
２
０
２
０
年
８
月
評
価
よ

り
、
長
命
性
に
関
す
る
形
質

と
し
て
在
群
能
力
の
評
価
を

開
始
し
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ

情
報
を
持
た
な
い
雌
牛
の
評

価
に
つ
い
て
は
、
評
価
値
に

過
大
推
定
の
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
公
表
を

見
送
っ
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
泌
乳
、
体
型
、
繁
殖

な
ど
の
８
形
質
か
ら
間
接
的

に
推
定
す
る
方
法
を
開
発
、

検
証
し
た
結
果
、
３
産
以
降

の
情
報
を
持
つ
雌
牛
は
直
接

評
価
を
利
用
し
て
も
過
大
推

定
の
影
響
は
小
さ
く
、
３
産

以
前
の
情
報
し
か
な
い
雌
牛

に
つ
い
て
は
、
間
接
推
定
値

を
利
用
す
る
こ
と
で
過
大
推

定
の
影
響
が
抑
え
ら
れ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
情
報
を
持

た
な
く
て
も
、
基
準
を
満
た

し
た
雌
牛
に
つ
い
て
、
在
群

能
力
の
評
価
を
２
０
２
３
年

８
月
か
ら
開
始
す
る
。
た
だ

し
、
間
接
推
定
を
利
用
し
た

評
価
値
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｐ
の
計
算

等
に
も
使
用
さ
れ
る
が
、
本

来
の
計
算
方
法
と
は
異
な
る

た
め
、
信
頼
度
の
表
記
は
な

し
と
な
る
。

　
今
ま
で
、
体
型
の
線
形
形

質
と
し
て
評
価
し
て
き
た

「
鋭
角
性
」
は
、
世
界
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
フ
リ
ー
ジ
ア
ン
連

盟
（
Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
）
に
お
い
て

の
名
称
変
更
に
伴
い
、
名
称

を
「
肋
の
構
造
」
に
変
更
す

る
。
審
査
方
法
に
変
更
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
も

引
き
続
き
利
用
で
き
る
た

め
、
評
価
値
に
大
き
な
変
動

は
な
い
。

　
詳
細
は
家
畜
改
良
セ
ン
タ

ー
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
確
認

し
て
い
た
だ
き
た
い
。


